
Title
Bile Acid-Induced Virulence Gene Expression of
Vibrio parahaemolyticus Reveals a Novel
Therapeutic Potential for Bile Acid Sequestrants

Author(s) 後藤, 和義

Citation 大阪大学, 2011, 博士論文

Version Type

URL https://hdl.handle.net/11094/58101

rights

Note

著者からインターネット公開の許諾が得られていない
ため、論文の要旨のみを公開しています。全文のご利
用をご希望の場合は、<a
href="https://www.library.osaka-
u.ac.jp/thesis/#closed">大阪大学の博士論文につい
て</a>をご参照ください。

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



98

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

97

氏 名

【52】

後
ご

藤
とう

和
かず

義
よし

博士の専攻分野の名称 博 士（医 学）

学 位 記 番 号 第 ２４３７４ 号

学 位 授 与 年 月 日 平 成 23 年 3 月 25 日

学 位 授 与 の 要 件 学位規則第４条第１項該当

医学系研究科予防環境医学専攻

学 位 論 文 名
Bile Acid-Induced Virulence Gene Expression of Vibrio parahaemolyticus

Reveals a Novel Therapeutic Potential for Bile Acid Sequestrants

(腸炎ビブリオの下痢発生における胆汁酸の役割と胆汁酸吸着剤の新規治

療法としての可能性)

論 文 審 査 委 員 (主査)
特任教授 飯田 哲也

(副査)
教 授 杉本 央 教 授 堀口 安彦

論 文 内 容 の 要 旨－
219－


